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３
月
１９
日
䣍
午
後
１
時
３０
分 

よ
り
䣍
執
行
部
三
役
䣍
支
部
長
䣍 

青
年
部
長
䣍
女
性
の
会
会
長
の 

３２
名
が
出
席
し
第
４
回
役
員
会 

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

 

議
長
に
は
黒
岩
哲
朗
氏
䥹
新 

町
支
部
長
䥺
が
選
出
さ
れ
䣍
議 

事
に
入
り
ま
し
た
䣎 

 

今
年
度
最
後
と
な
る
役
員
会 

議
は
䣍
総
会
に
向
け
て
の
会
議 

と
な
り
䣍
内
容
に
つ
い
て
は
䣍 

今
年
度
総
括
䥹
運
動
全
般
䥺䣍 

決
算
䥹
見
込
み
䥺䣍
２６
年
度
組 

  

 
 
 
 

合
運
動
方
針
骨
子
と 

予
算
䥹
案
䥺
に
つ
い 

て
討
議
さ
れ
承
認
さ 

れ
ま
し
た
䣎 

   

䥹
抜
粋
䥺 

◆
組
織
拡
大
と
強
化 

仲
間
を
増
や
す
運
動 

◎
基
本
組
織
を
２
䥻 

５
０
０
名
に
復
活
さ 

せ
た
い
䣎 

年
間
２
０
０
名
䥹
毎
月
約
２０
名
䥺 

の
新
規
加
入
者
の
拡
大
䣎 

◆
賃
金
・
労
働
条
件
向
上 

賃
金
の
確
保
と
地
位
向
上
運
動 

◎
賃
金
ア
ン
ケ
䤀
ト
の
回
答
率 

向
上
努
力 

◎
８
時
間
労
働
䣍
日
額
２
万
円 

＋
法
定
福
利
費
䣍
年
収
５
百
万 

円
以
上
と
す
る
賃
金
目
標
の
指 

標
提
示
と
周
知
啓
蒙 

 

◆
技
能
向
上
と
職
域
防
衛 

職
域
防
衛
運
動 

と き ４月２８日（月）午後１時３０分～ 
ところ メトロポリタン長野 

※総会資料はこれから、支部長を通して皆さんに届けら 

れます。お手元に届きましたらお目通しをお願いします。 

 

と き ５月２１日（木） 
１３：３０～１５：００（予定） 

ところ 若里市民文化ホール 

私達の賃金引上げを要望し、若者が

希望を持って入職できる建設産業を目

指す決起大会です。県下から大勢の組

合員が結集しますので、地元長野建労

からも他単組以上に参加者数が集まり

ますようご協力をお願いします。 

                                      

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度、支部の役員さんに協力しよう。支部・班会議には積極的に出席を 
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お 

願 

い 
 

長
建
国
保
加
入
事
業
所
が
法

人
化
さ
れ
る
場
合
や
䣍
従
業
員

が
５
名
以
上
と
な
る
場
合
は
該

当
日
か
ら
５
日
以
内
に
適
用
除

外
申
請
を
し
な
け
れ
ば
長
建
国

保
を
継
続
す
る
事
が
で
き
ま
せ

ん
䣎
該
当
事
業
所
は
事
前
に
組

合
に
ご
相
談
下
さ
い
䣎 

◆
社
会
保
障
の
拡
充
防
衛
と
福 

祉
事
業
の
推
進
方
針 

長
建
国
保
を
守
る
運
動 

補
助
金
獲
得
運
動
の
取
り
組
み 

䥹
ハ
ガ
キ
・
署
名
・
議
員
要
請 

行
動
等
䥺 

 

 

◎
仕
事
確
保
と
地
元
Ｐ
Ｒ
に
向 

け
た
住
宅
デ
䤀
の
取
組
支
援 

◎
工
務
店
活
性
化
の
支
援 

◆
安
全
対
策 

安
全
対
策
運
動 

◎
案
全
パ
ト
ロ
䤀
ル
の
年
２
回 

開
催 

◎
安
全
用
品
の
安
価
斡
旋
䥹
ヘ 

ル
メ
䣹
ト
・
ア
ス
ベ
ス
ト
防
具 

他
䥺
継
続 

２５年度の運動総括の報告と新年度方針の 

確認をお願いする半藤組合長 
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    ちょうけんだより       第２０９号（２）    

４
月
５
日
䦅
６
日
に
エ
ム
ウ 

䣷
䤀
ブ
に
て
労
金
北
信
地
区
業 

者
会
に
よ
る
第
１１
回
春
の
住
宅 

フ
䣷
ア
が
開
催
さ
れ
䣍
当
組
合 

の
工
務
店
で
組
織
さ
れ
る
工
務 

店
協
会
䥹
小
林
幸
徳
会
長
䥺
の 

会
員
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
䣎 

当
日
は
ハ
ウ
ス
メ
䤀
カ
䤀
な 

と き ５月１日（木）午前８時集合 
ところ 長野市城山公園（旧市営球場） 
※ 私達を一般消費者にＰＲ出来る絶好の機会 
です。積極的なご参加をお願いします。 

ど
１１
社
が
会
場
と
な
る
大
会
議 

室
に
ブ
䤀
ス
を
構
え
䣍
自
社
の 

特
徴
な
ど
を
ア
ピ
䤀
ル
し
な
が 

ら
訪
れ
た
お
客
様
の
相
談
に
応 

じ
ま
し
た
䣎
事
前
の
広
告
宣
伝 

の
効
果
も
あ
り
䣍
会
場
は
多
く 

の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き 

２
０
６
組
䣍
延
べ
４
３
０
名
以 

上
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
䣎
工 

務
店
協
会
で
は
䣍
木
の
良
さ
や 

在
来
工
法
な
ど
の
説
明
を
し
䣍 

３
件
の
見
込
み
客
を
獲
得
す
る 

事
が
で
き
ま
し
た
䣎 

小
林
会
長
は
䣓
今
回
始
め
て 

参
加
し
䣍
ブ
䤀
ス
の
展
示
方
法 

等
反
省
点
も
あ
䣬
た
が
䣍
見
込 

み
客
の
獲
得
な
ど
一
定
の
効
果 

が
あ
䣬
た
䣎
今
後
の
営
業
戦
略 

で
な
ん
と
か
契
約
に
結
び
つ
け 

た
い
䣎
䣔

と
今
後
の
意
欲
を
話 

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

   

 

   

 

  

 

             

      

               

               

 

 

 

 

 

 

 

 

    

一声運動は親切運動、未加入者はあなたの一声を待っています！ 

親
身
に
相
談
に
応
じ
る
工
務
店 

協
会
の
会
員
劤 

事
業
主
さ
ん
劣 

 
 

確
認
を
！ 

 
 

労
働
保
険
料
第
一
期
分
は
䣍

６
月
２０
日
に
引
き
落
と
し
に

な
り
ま
す
䣎 

 

金
額
等
は
䣍
電
算
か
ら
６
月

中
旬
頃
郵
送
さ
れ
る
通
知
䥹
ハ

ガ
キ
䥺
を
ご
覧
下
さ
い
䣎 

 

ま
た
䣍
労
災
保
険
加
入
証
明

書
䥹
名
刺
サ
イ
ズ
䥺
は
５
月
分

の
組
合
費
等
の
請
求
書
に
同

封
す
る
予
定
で
す
の
で
䣍
大
切

に
保
管
し
て
下
さ
い
䣎 

 

不意のケガで応急処置を知りたい。真夜中のお子様の急病時など無料 

で２４時間、年中無休でご利用できます。…～お気軽に上記へ～ 

 ４月の請求書に家庭常備薬の特価斡旋注文書を同封しま

した。組合員サービスの一環として大変好評を頂いていま

す。組合員だけの特別価額ですので、この機会にご利用下さ

い。※締切りは、平成２６年６月６日（金）（組合必着で） 

女
性
の
会
で
は
３
月
２５
・
２７ 

・
２８
日
に
博
悠
会
で
運
営
し
て 

い
る
グ
ル
䤀
プ
ホ
䤀
ム
䣓
フ
ラ 

ン
セ
䤀
ズ
悠
大
豆
島
䣔
に
て
入 

居
者
を
対
象
に
延
べ
１６
人
の
会 

員
が
施
設
の
利
用
者
と
一
緒
に 

石
鹸
に
自
分
の
好
き
な
シ
䤀
ル 

を
貼
䣬
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
石
鹸 

を
つ
く
る
䣓
ポ
䤀
セ
ラ
䤀
ツ
䣔 

を
通
し
て
利
用
者
と
触
れ
合
う 

ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア
活
動
を
行
い
ま 

し
た
䣎
利
用
者
か
ら
は
䣓
か
わ 

い
く
作
れ
た
の
で
孫
に
プ
レ
ゼ 

ン
ト
し
た
い
䣔
な
ど
と
と
て
も 

喜
ば
れ
ま
し
た
䣎
参
加
し
た
女 

性
の
会
の
会
員
は
䣓
１
０
０
歳 

に
な
る
お
年
寄
り
も
い
た
が
䣍 

と
て
も
元
気
で
逆
に
元
気
を
分 

け
て
も
ら
䣬
た
䣔
と
大
変
有
意 

義
な
活
動
と
な
り
ま
し
た
䣎 

ポ
勖
セ
ラ
勖
ツ
を
通
し
て
交
流 

を
深
め
ま
し
た
劤 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                     

 

 

 

  

 

 

 

 

  2 , 0 0 0 円 （ 1 人 ）

1 3 , 5 7 0 円 （ 1 人 ）

長 建 国 保 未 加 入 者 ( 3 0 歳 未 満 )   9 , 7 1 0 円 （ 1 人 ）

  1 , 0 0 0 円 （ 1 人 ）

  5 , 7 3 0 円 （ 1 人 ）

    ,  6 5 0 円 （ 1 人 ）

  1 , 6 5 0 円 （ 1 人 ）

  1 , 0 0 0 円 （ 1 人 ）

  3 , 0 0 0 円 （ 1 人 ）

  3 , 0 0 0 円 （ 1 人 ）

            0 円  （ 1 人 ）

  1 , 2 6 0 円 （ 1 人 ）

総 合 健 診 コ  ー ス
( 特 定 健 診 項 目 を 含 む )

オ プ シ ョ ン

長 建 国 保 加 入 者 本 人 と そ の 家 族

長 建 国 保 未 加 入 者 ( 3 0 歳 以 上 )

長 建 国 保 未 加 入 者
特 定 健 診 コ ー ス
( 4 0 歳～7 4 歳 が 対 象 )

長 建 国 保 加 入 者 本 人 と そ の 家 族

前 立 腺 が ん ( 被 保 険 者 で H 2 6. 4. 1 現 在 5 0 歳 以 上 )

前 立 腺 が ん ( 上 記 以 外 の 方 )

石 綿 健 診 ( 総 合 コ ー ス と 一 緒 に 受 診 )

骨 健 診

骨 健 診 （ 長 建 国 保 未 加 入 者 ）

石 綿 健 診 の み 

石 綿 健 診 ( 特 定 健 診 コ ー ス と 一 緒 に 受 診 )

第３５４号（３）         ちょうけんだより        平成２６年４月１０日発行 

未加入者を窓口へ同伴していただくと、未加入者に粗品進呈中！ 

特定健診とは･･･平成２０年度から４０歳～７４歳の方全員を対象として、健康管理・生活習慣病の予 

防・改善するための「健診+保健指導」制度です。 
 

１．４０歳以上の長建国保被保険者で組合が実施する健康診断が受けられない場合は、医療機関や市町村

の健診で特定健診を必ず受診するようお願いします。 

（どこで受診できるか不明な場合は組合にお問合せ下さい） 
 

２．市町村・医療機関で特定健診を受診する場合は「保険証」と「受診券」が必要です。 

※受診券は５月上旬に組合に届きますので、必要な場合は組合へご連絡下さい。. 
 

３．人間ドック・脳ドックを受診したら補助金の申請を！  

長建国保に加入する方が、人間ドック（３０歳以上）・脳ドック（４０歳以上）を受診して自己負担額

が１万円以上になった場合、それぞれ１万円を補助します。 

印鑑・領収書（人間ドックについては特定健診の検査結果）を窓口までご持参下さい。 

※組合健康診断の補助との併用はできません。（年齢は平成２６年４月１日現在） 

２６年度最初の組合健康診断の受付を４月３日から開始しています。早い時間帯はすぐに埋まることが予想されますの

で、予約はお早めにお願いします。受診をご希望される方は、①組合窓口直接申込み、②ＦＡＸ予約申込み（詳細は申込

書を参照）のいずれかの方法でお申し込み下さい。 

必ずご確認下さい！！ 
※トラブル防止のため電話予約は一切受付け出来ません。 

※今回の組合健康診断を受診された場合、平成２６年度中

に他の病院等で健康診断を受診されても、長建国保から

の補助金は出ませんのでご注意下さい。 

 

事業所にお勤めの方ご協力をお願いします！！ 
事業所にお勤めの従業員の皆さんは、事業所が実施した健診

（事業主健診）の結果を組合にお持ち頂くと特定健診を受けた

とみなされます。提出して頂いた皆さんに５００円分クオカー

ドを進呈します。 

<場 所>長野県健康づくり事業団 
（長野市稲里町田牧 206-1） 

 
<日 時> 
①５月１３日（火） 
②５月１４日（水） 
③５月１５日（木） 

 
各日とも８：３０～・９：３０～ 
お選び頂きます。 
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若い力を組合へ！みなさんも仲間づくり行動に積極的にご参加をおねがいします。 

ハ
ガ
キ
行
動
に
お
い
て
は
䣍
多 

く
の
組
合
員
と
そ
の
家
族
の
方 

々
に
ご
協
力
頂
い
た
甲
斐
あ
䣬 

て
合
計
１
１
䥻
７
２
８
枚
と
な 

り
䣍
国
へ
提
出
す
る
こ
と
が
出 

来
ま
し
た
䣎 

組
合
健
康
診
断
に
つ
い
て
は 

一
年
間
で
６
回
䣍
計
22
日
間
実 

施
し
ま
し
た
が
䣍
受
診
率
は
上 

が
ら
ず
䣍
今
後
に
課
題
を
残
す 

結
果
と
な
り
ま
し
た
䣎 

そ
し
て
䣍
平
成
26
年
度
組
合 

運
動
方
針
案
と
予
算
案
に
つ
い 

て
審
議
を
行
い
䣍
４
月
28
日
開 

催
の
第
65
回
組
合
定
期
総
会
に 

掲
題
し
て
い
き
ま
す
䣎
一
年
間 

組
合
運
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力 

を
頂
き
䣍
大
変
有
難
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
䣎 

さ
て
今
月
の
䣓
た
め
に
な
る 

一
言
䣔
で
す
が
䣓
信
濃
川
は
本 

当
に
日
本
最
長
の
川
な
の
か
？
䣔 

が
テ
䤀
マ
で
す
䣎
日
本
で
最
も 

長
い
川
を
聞
か
れ
た
ら
大
抵
の 

方
が
信
濃
川
と
答
え
る
は
ず
で 

す
䣎
し
か
し
な
が
ら
䣍
そ
の
答 

 

え
に
は
ち
䣯
䣬
と
問
題
が
あ
り 

ま
す
䣎䣓
理
科
年
表
䣔
に
よ
れ 

ば
䣍
信
濃
川
の
長
さ
は
３
６
７ 

キ
ロ
メ
䤀
ト
ル
と
な
䣬
て
お
り
䣍 

二
位
の
利
根
川
と
は
４５
キ
ロ
メ 

䤀
ト
ル
の
差
が
あ
り
ま
す
䣎
信 

濃
川
の
源
流
は
埼
玉
䣍
山
梨
䣍 

長
野
の
県
境
に
あ
る
甲こ

武ぶ

信し

ケが 

岳た
け

に
あ
り
䣍
長
野
県
䣍
新
潟
県 

を
流
れ
䣍
日
本
海
に
注
い
で
い 

ま
す
䣎
そ
の
信
濃
川
で
す
が
䣍 

地
図
を
開
い
て
み
る
と
䣍
長
野 

県
に
は
信
濃
川
で
は
な
く
䣍
千 

曲
川
と
載
䣬
て
い
ま
す
䣎
す
な 

わ
ち
䣍
信
濃
䥹
長
野
県
の
旧
国 

名
䥺
に
は
信
濃
川
は
流
れ
て
い 

な
い
の
で
す
䣎
信
濃
川
は
長
野 

県
を
流
れ
て
い
る
と
き
は
䣓
千 

曲
川
䣔
で
䣍
新
潟
県
に
入
䣬
て 

は
じ
め
て
䣓
信
濃
川
䣔
と
な
り 

ま
す
䣎䣓
千
曲
川
䣔
の
長
さ
は 

２
１
４
キ
ロ
メ
䤀
ト
ル
䣍䣓
信 

濃
川
䣔
の
長
さ
は
１
５
３
キ
ロ 

メ
䤀
ト
ル
で
す
の
で
䣍䣓
信
濃 

川
䣔
だ
け
で
は
日
本
一
で
は
な 

い
こ
と
に
な
り
ま
す
䣎 

 

 

４
月
は
年
度
の
始
ま
り
䣍
街 

中
で
は
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル 

を
背
負
䣬
た
新
一
年
生
の
初
々 

し
い
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
䣎 

特
に
こ
の
４
月
は
消
費
税
が
５ 

％
か
ら
８
％
へ
の
引
き
上
げ
が 

実
施
さ
れ
䣍
我
々
建
設
業
界
に 

お
い
て
も
駆
け
込
み
需
要
後
の 

冷
え
込
み
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ 

ろ
で
も
あ
り
ま
す
䣎 

 

さ
て
䣍
去
る
３
月
19
日
に
第 

４
回
役
員
䥹
支
部
長
䥺
会
議
が 

開
催
さ
れ
䣍
平
成
25
年
度
の
組 

合
運
動
全
般
の
総
括
に
つ
い
て
䣍 

確
認
を
し
ま
し
た
䣎
組
織
拡
大 

に
向
け
て
䣍
組
織
部
会
が
中
心 

と
な
り
䣍
キ
䣺
ラ
バ
ン
行
動
の 

実
施
䣎
ま
た
䣍
支
部
に
お
い
て 

は
䣍
仲
間
づ
く
り
実
行
委
員
に 

よ
る
未
加
入
者
の
掘
り
起
し
と 

し
て
䣍
仲
間
づ
く
り
情
報
カ
䤀 

ド
の
集
約
䣍
未
加
入
者
説
明
会 

の
開
催
等
を
行
䣬
て
参
り
ま
し 

た
が
䣍
残
念
な
が
ら
純
増
と
す 

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
䣎 

そ
し
て
䣍
執
行
部
で
は
加
藤 

長
野
市
長
と
初
の
懇
談
会
を
設 

け
䣍
設
計
労
務
単
価
引
き
上
げ 

が
䣍
仲
間
の
賃
金
実
態
に
波
及 

さ
れ
て
い
な
い
現
状
の
中
䣍
公 

契
約
条
例
の
必
要
性
を
強
く
訴 

え
て
参
り
ま
し
た
䣎 

長
建
国
保
へ
の
補
助
金
要
請 

今
井 

建
司 

 

川
端
南
長
池 

西
澤 

和
正 

 

城
北
義
家
班 

黒
沢 
和
久 

 

城
北
上
松
一 

鈴
木
カ
オ
ル 

 

城
北
上
松
一 

開
嶋 

邦
夫 

 

川
田
脇
嶋
班 

横
田 

憲
治 

 

風
間 

二
班 

山
口 

玲 
 

 

非
支
部 

※
平
成
26
年
３
月
末
日
現
在 

給付項目 平成２６年３月まで 改正内容 平成２６年４月以降

小学校入学祝金 １，０００円増額 ３，０００円

中学校入学祝金 １，０００円増額 ３，０００円

建設業に関する作業主任者

３，０００円

２級施工管理技士、電気通信工事担当者　等

５，０００円

建築士、１級施工管理技士、技能士、信州伝統大工　等

１０，０００円

病気入院　４，５００円 ３，５００円

負傷入院　４，５００円 ３，５００円

自宅療養　２，０００円 ２，５００円

病気入院　２，５００円 １，５００円

負傷入院　２，５００円 １，５００円

自宅療養　１，０００円 １，５００円

資格取得祝金

自宅療養日数が
増加していることから
入院給付を減額して
自宅療養を増額

対象範囲の拡大
給付金の増額

対象範囲の拡大

休業補償日額の
見直し

技能士、信州伝統大工

５，０００円

A
型

B
型

２，０００円

２，０００円

木建・足場・石綿作業主任者

３，０００円

 小中学校の入学祝金や、資格取得祝金の増額を行い、より若年層もけんろう共済のメリットを受けられる 
ようになりました。また、下記表以外にも結婚祝金（２８，０００円）出産祝金（３３，０００円）死亡弔 
慰金（２０，０００円）も従来どおり給付がありますので、該当する方は組合までご連絡をお願いします。 
 


